
　

教
育
博
物
館
の
シ
ン
ボ
ル
的
展

示
物
と
し
て
、
表
情
や
服
装
の
違

う
二
宮
像
が
訪
れ
る
人
た
ち
を
出

迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
あ
ら

た
に
一
体
里
帰
り
し
て
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
十
年
に
現
在
地
に

開
校
さ
れ
た
春
江
南
尋
常
小
学
校

開
校
（
→
春
江
中
学
校
→
春
江
工

業
高
校
→
教
育
博
物
館
）
と
、
二

宮
尊
徳
没
八
十
年
を
記
念
し
た
像

で
す
。
博
物
館
玄
関
の
二
体
と
合

わ
せ
て
三
体
に
な
り
ま
し
た
。

　

玄
関
入
口
の
像
は
、
敦
賀
市
常

宮
小
学
校
（
平
成
二
七
年
休
校
）

と
福
井
市
一
光
小
中
学
校
（
平
成

四
年
休
校
）に
設
置
さ
れ
て
い
た
、

二
宮
金
次
郎
（
尊
徳
）
像
で
す
。

「
大
勢
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
学

校
の
名
を
残
し
た
い
」
と
両
校
地

元
の
了
解
を
得
て
、
教
育
博
物
館

開
館
に
併
せ
て
移
設
さ
れ
ま

し

た
。
常
宮
小
の
像
は
昭
和
十
五
年

の
陶
器
製
で
、
御
影
石
の
台
座
に

は「
至
誠
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
光
小
中
の
像
は
、
昭
和
三
十

九
年
御
影
石
製
。
台
座
は
石
組
み

で
、
上
一
光
町
の
金
鉱
山
の
石
、

下
一
光
町
の
岩
、
五
太
子
町
の
亀

甲
石
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
金
次
郎
」
は
、
江
戸
後
期
の
農

政
家
、
二
宮
尊
徳
（
一
七
八
七
～

一
八
五
六
）
の
通
り
名
。
薪
を
背

に
歩
き
な
が
ら
書
物
を
読
む
立
像

が
、
「
勤
勉
」
「
努
力
」
の
象
徴

と
し
て
、
昭
和
の
初
め
頃
か
ら
戦

前
に
か
け
全
国
の
小
学
校
に
像
が

建
て
ら
れ
、
子
ど
も
の
お
手
本
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
尊
徳
は
、
幼

少
時
に
父
母
と
死
別
、兄
弟
離
散
。

親
戚
に
身
を
寄
せ
、
農
作
業
を
手

伝
い
な
が
ら
勉
学
に
励
み
、
20
歳

で
実
家
に
戻
り
、
田
畑
を
買
い
戻

す
な
ど
し
て
、
数
年
後
生
家
の
再

興
を
果
た
し
ま
す
。
尊
徳
の
考
え

は
、
農
作
や
商
い
の
実
践
と
学
問

か
ら
得
た
独
創
的
な
も
の
で
、
そ

の
手
腕
が
買
わ
れ
て
役
人
と

な

り
、
窮
乏
し
た
６
０
０
か
所
も
の

農
村
を
復
興
に
導
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、業
績
に
光
が
あ
た
り
、

文
部
科
学
省
が
全
国
に
配
布
し
て

い
る
小
学
校
低
学
年
用
の
道
徳
用

教
材
に
も
二
宮
金
次
郎
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
【
裏
面
資
料
参
照
】

　

教
育
博
物
館
の
展
示
室
・
廊
下

に
は
、
各
時
代
の
教
科
書
だ
け
で

な
く
、
懐
か
し
い
昭
和
時
代
の
、

学
習
雑
誌
・
付
録
、
絵
本
な
ど
も

手
に
と
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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昭和13～14年の絵本（二宮金次郎ほか）

旧・一光小中S39（福井市）
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旧・常宮小S15（敦賀市）
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二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像二宮金次郎(尊徳)像

八十数年振りに、二宮像が里帰り

旧・春江南尋常小学校跡地（「江留上文教発祥
之地」）でもある現在地に、昭和１０年設置。

昭和３０年代の学習雑誌・付録　

懐
か
し
い
教
材

雑
誌
・
学
用
品

  【里帰りした二宮像】
（昭和１０年１０月設置）
  旧・春江南尋常小学校
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